
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 
愛知県では、交差点での 

交通事故が多発していま 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

  
顔だけではなく確認する方向へ身体ごと向けて
安全を確認しましょう。 

 

  
加齢に伴う身体機能の変化を正しく認識し、
遠くても横断歩道を利用する等の
安全行動をとりましょう。 

 

 

  
ドライバーから目立ちやすい明るい色の服装や、
反射材を着用しましょう。 

 

  
歩 行 中・自転車乗用中でも、
漫然と行動するのではなく、
常に危険を予測して行動しましょう。 

 

待つ 

見る 

無理しない 

目立つ 

もしかして!?  

◆反射材を身に付けると･･･ 

夜間、反射材を身に付けている場合は、
黒っぽい服装の場合と比べると約２倍の
距離にいる車から確認することができます。 

◆さまざまな反射材 

 
反射材は腕など動きのある場所や 

ヘッドライトの照射を受ける足元に
付けるとより効果的です。 

交通事故防止の「まみむめも」 

 

 

反射材を身に付けましょう！ 

 

 

交通事故は他人事と 
思っていませんか︖  

 

道路を横断するときは、安全が十分に
確認できるまで待ちましょう。 

※この結果は JPマークの付いた製品によるもので、面積2.5 ㎠ 
かつ反射性能117mcd/lux 以上の反射材を使用しています。 
（一般社団法人 日本反射材普及協会 ホームページから引用） 

ヘッドライト 
下向き 

黒っぽい 
服装 
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明るい 
服装 
約 38m 

反射材 
着用 

57m以上 
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高高齢齢者者のの    
交交通通事事故故をを防防止止すするるたためめにに  

  


